
平成29年度　後期（秋季） 有機合成化学講習会

主催　有機合成化学協会／共催　日本化学会、日本薬学会、日本農芸化学会

未来志向型もの創りのアプローチ

日　時：平成29年11月15日（水）〜16日（木）
	 初日	9：45〜19：40	／	2日目	9：30〜16：45

会　場：日本薬学会長井記念館長井記念ホール
	 （東京都渋谷区渋谷2-12-15／TEL.03-3406-3326）

【交通】◎	JR山手線、東急東横線・田園都市線、京王井の頭線、東京メトロ銀座線・
半蔵門線「渋谷駅」下車、JR渋谷駅東口より高樹町方面へ高速道に沿っ
て徒歩約8分

主催　有機合成化学協会／共催　日本化学会、日本薬学会、日本農芸化学会

「ものづくり」の根幹をなす有機合成化学は、日本の強みとして、基礎研究から実用化研

究に至るまで活発な研究がなされ、産業の発展に寄与してきました。また、数多くの有益な

合成反応や新分子の発見だけでなく、新分子のこれまでにない活用法も報告されています。

さらに、有機合成化学をとりまく技術も様々に進化しています。このような状況下、有機合

成化学を活用した将来を描くための試みとして、「未来指向型もの創りのアプローチ」と題

した講習会を開催いたします。

今回の講習会では、活用が期待される新反応や新触媒の開発、新分子の材料や医薬品の創

製、天然物の香料への応用、また有機物の微粒子化、反応経路の自動検索プログラム、さら

には細胞治療、再生医療への利用など多岐にわたる内容について、大学および企業の第一線

の先生方より、最新のトピックスを加えながら、研究成果を分かり易くご講義いただくこと

としました。本講習会で、未来に向けた有機合成化学を感じていただければ幸甚です。

また、これまでと同様に会場での最新の機器、試薬および材料の展示も予定しております

ので併せてご活用下さい。

本講習会は通常の学会やシンポジウムとは一線を画す「講習会」です。受講者には事前（1

週間ほど前）にテキストを受け取り予習していただき、座席も指定席で確保されるなど、じ

っくりと学べる環境・スタイルをとっています。さらに内容習得をより深めるために、ご講

師と参加者が直に質疑応答でき、討論もしっかりできる、かなり長めの（約2時間近く）イ

ブニングセッションを初日の講習終了後に設けております。この場には、ご都合が合えば、

2日目のご講師も参加されます。イブニングセッションでご講師と直に十分なディスカッシ

ョンができることは、本講習会ならでは大きな魅力のひとつでもあります。また、参加者間

での情報交換、人脈・ネットワーク作りにもお役立ていただけます。

是非この機会に本講習会にご参加され、未来志向の有機合成化学を味わっていただき、ご

自身の今後の研究に役立てていただけましたら幸甚です。多数のご参加をお待ちしております。



11月15日（水）	 （※講習時間には質疑応答の時間を含まない）第1日目

1 9：45〜10：35 「細胞を操る合成化合物」
（京都大学化学研究所教授）　上杉　志成　

人間の歴史の中で、生理活性小分子化合物は医薬品、農薬、基礎生物学研究のツールとして利用されてきま
した。今回の講習では、基礎生物学ツールの紹介に加えて、生理活性化合物の第4の利用法として、細胞治療を
助ける小分子化合物を紹介します。これまでの古典的な医薬品の枠にとらわれなければ、化合物にはさまざま
な可能性や未来が想像できます。新しいサイズ、新しいカタチ、新しい作用メカニズムなどを考えれば、化合
物の新しい使い方や未来が垣間見えます。

2 10：50〜11：40「飽和炭素鎖を官能基化する光反応の開発」
（山口大学大学院創成科学研究科准教授）　上條　　真　

飽和炭素鎖の官能基化、すなわちアルキル化は、有機合成化学において基本的な変換である。置換型の官能
基化に限定すれば、ハロゲン化アルキルの脱離性やエステル等に含まれる C-H 結合の酸性度を利用したアルキ
ル化法が確立されている。しかし、酸性度をもたないC（sp3）-H結合を官能基化の起点とすることは容易ではない。
本講習では、我々が開発を進めている光反応を駆使した飽和炭素鎖の官能基化について紹介したい。

★11：50〜13：20 お昼休憩＆展示

3 13：20〜14：00「天然界中に存在する微量香気成分の香料への応用」
（長谷川香料（株）総合研究所技術研究所第1部長）　渡辺　広幸　

天然界中には、香気成分として解明されていない微量物質が数多く存在している。著しく匂いの強い成分は、
わずかな存在量でさえも香気全体に影響を及ぼすほどの重要性を有するため、それらを活用することは香料の
完成度を向上させるうえで必須である。数百の香気化合物の混合物中から、どのように微量重要香気成分を見
つけていくか、そしてどのように香料に応用されていくかを、実際の弊社の香料開発例をもとに有機合成化学
の見地から解説する。

4 14：15〜14：55「リコンビナントペプチド技術の再生医療への活用」
（富士フイルム（株）R&D統括本部再生医療研究所統括マネージャー）　前川　敏彦　

再生医療における三大要素として細胞、生理活性物質と足場があげられる。この中で安全性の高い足場材料
を安定・大量に提供することが再生医療の産業化促進に重要であると考え、当社はヒト I 型コラーゲンのアミノ
酸配列を基にしたリコンビナントペプチド（RCP）を開発し、販売している。本講習では、まず RCP の基本的
な特性について述べる。次に体性細胞や間葉系幹細胞の足場として RCP からなる材料を活用した再生医療の具
体的事例についてご紹介し、足場材料の有用性を説明する。

15：10〜15：40 ブレイク

5 15：40〜16：30「チオ尿素型有機分子触媒の化学」
（京都大学大学院薬学研究科教授）　竹本　佳司　

素反応の良し悪しはどの触媒を使用するかによって決まると言ってもよい。すなわち、触媒は医農薬品、天
然有機化合物、機能性材料などのモノづくりにおける要である。本講習では、有機分子触媒の一角をになう多
点水素結合を駆動力としたチオ尿素触媒の触媒設計とその応用について講義する。さらに、チオ尿素触媒のみ
では進行しない反応でも、他の触媒作用を取り入れることで不斉反応に利用できることが最近の研究で明らか
になってきた。それらの不斉合成への応用についても紹介する。

6 16：45〜17：35「触媒が拓く分子ナノカーボン科学」
（名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所拠点長／教授）　伊丹健一郎　

ナノメートルサイズの炭素物質（ナノカーボン）は次世代炭素材料として脚光を浴びている。我々は、ナノ
カーボンを分子として自在に合成・活用するという不可能を可能にすることを目指し、有機化学や触媒化学の
エッセンスをもちこんだ分子ナノカーボンの研究を行ってきた。化学的手法と物理的手法の融合による分子ナ
ノカーボンの精密合成に加え、分子配列・配向制御、構造・機能解明、デバイス・バイオ応用が一体となった
異分野融合研究を展開している。本講習では「分子ナノカーボン科学」の最先端について紹介する。

17：50〜19：40
イブニングセッション&ミキサー

講演会場横のロビーで開催します。初日、2日目の講師の先生にできる限りご参加をお願いしています。
 （テキストを事前送付して予習してきた受講者が講師の先生に質問とディスカッションをここで行っています）



7 9：30〜10：20 「有機合成反応の系統的な機構解析と経路予測へ向けて：反応経路自動探
索プログラムGRRMを用いたアプローチ」

（北海道大学大学院理学研究院教授）　前田　　理　
量子化学計算は化学反応の機構研究において欠かせないツールとなりつつある。実験を主戦場とする研究者

が構造最適化計算を自身で行うことも、最近では珍しくない。一方、構造最適化計算には初期推定が必要なため、
複雑機構の解析やゼロからの予測など、適用が困難な場合が多々存在する。本講習では、初期推定なしで反応
経路の自動探索を実行できる人工力誘起反応法と、それを実装した GRRM プログラムについて紹介する。手法
およびプログラムの概要と適用例を解説するとともに、最新の開発状況やプログラム利用についても紹介する。

8 10：35〜11：15「MEK阻害薬Trametinib （MEKINIST®） の創薬研究とケミカルバイオロジー」
（日本たばこ産業（株）医薬総合研究所化学研究所第8グループリーダー）　阿部　博行　

Trametinib は MAPK 経路の MEK を強力且つ選択的に阻害するがん分子標的薬である。我々は、内因性
CDK 阻害因子である p15の発現を促す化合物をリードとし、がん細胞増殖阻害活性を指標として構造最適化す
ることによって Trametinib を見出した。フェノタイプを指標としたために作用機序は不明であったが、ケミカ
ルバイオロジーの手法を利用することによって、Trametinib の標的分子は MEK であることを明らかにした。
本講習では、first-in-class の MEK 阻害薬として国内でも昨年承認された本化合物の創薬研究と作用機序解析に
ついて紹介する。

★11：30〜12：30 お昼休憩＆展示

9 12：30〜13：20「晶析法によるナノサイズ領域の粒子生成」
（早稲田大学環境保全センター所長／理工学術院教授）　平沢　　泉　

演者らは、これまで反応晶析法による難溶性無機結晶や金属微粒子を対象に、1μm 未満の単分散粒子生成の
ための戦略を提案してきた。一方、有機物を対象にした微粒子化は、難水溶性薬物などを対象に、研究が進展
してきている。そこでは、製剤技術、物性評価、粉体分散などが検討されているが、晶析工学的見地から、サ
ブミクロンサイズ領域の有機物結晶をビルドアップする手法は、模索段階と言える。ここでは、有機物微粒化
に向けて研究を進めてきた戦略（高速核化、核化・成長・凝集抑制、渦流れ混合を用いた局所過飽和緩和）を
紹介する。

10 13：35〜14：25「ラジカル重合を用いた線状および分岐高分子の制御合成」
（京都大学化学研究所教授）　山子　　茂　

高分子合成における Holy Grail であるリビングラジカル重合法（可逆的停止ラジカル重合）の最初の報告か
ら20年強が経つ。この間、この方法は優れた高分子材料を産み出す、産業界で使える技術へと成長してきた。
一方、デンドリマーに代表される多分岐高分子は、通常の線状高分子と異なる種々の特徴的な物性を持つ。し
かし、構造の制御と実用性とを併せ持つ多分岐高分子合成法は無かった。 

本講習では、演者らが開発した有機テルル化合物を用いるリビングラジカル重合法による、線状及び多分岐
高分子の合成制御法について紹介をする。

14：40〜15：00 ブレイク

11 15：00〜15：40「有機合成化学を基盤とした核酸医薬品の高機能化研究」
（塩野義製薬（株）創薬疾患研究所バイオ医薬部門）　釘宮　　啓　

アンチセンス核酸や siRNA などの核酸医薬品は、標的遺伝子に対して配列特異的に作用することから遺伝子
情報に基づく迅速な分子設計が可能である。加えて、核酸医薬品の基本骨格や化学修飾が動態や安全性に及ぼ
す影響を把握することが可能となれば、従来の低分子医薬品より開発期間が短縮された効率の良い創薬を行う
ことができると期待される。本講習では、アンチセンス核酸を中心とした社内研究事例（新規修飾核酸の合成
と薬理評価、PK/PD 解析などの薬物動態研究、安全性研究）について紹介したい。

12 15：55〜16：45「分子内にリン酸基を有する化合物を医薬品にするために－プロドラッグの
概念と有機化学－」

（徳島大学大学院医歯薬学研究部教授）　南川　典昭
核酸代謝拮抗剤は、がんやウイルス感染症治療薬開発の有効なアプローチの一つである。2013年に C 型肝炎

の治療薬として登場したソホスブビル（ソバルディ）もその一つであるが、今世紀最大の画期的新薬と言って
も過言ではない。ソホスブビルの構造に目を向けると、糖部5’ 位に phosphoramidate 構造を持つリン酸プロド
ラッグ体である。核酸代謝拮抗剤のようにリン酸化によって活性化される医薬品ではこのようなプロドラッグ
化が極めて有効となる。本講習では、プロドラッグ化の概念とその戦略について紹介する。

展示コーナー 講演に関連する材料や機器（情報集積・表示関連材料・機器、分子モデルソフト、
コンビ関連機器、新試薬など）の展示を行います。

11月16日（木）第2日目
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◆問合せ先

同 所 在 地

連 絡 先

受 講 料 送 金 方 法

備 考懇 親 会
いずれかに○印

請求書・領収書
の 発 行

□個人会員　□法人会員　□学生会員　□シニア会員

〒

〒

e-mail:

　TEL
　FAX
※印をいれてください→自宅（　   ）　勤務先（　   ）

円 現金書留・銀　行・郵便振替・その他

定員120名になり次第（座席指定制・先着順）

〈キリトリ線〉

平成29年度　後期（秋季）有機合成化学講習会参加申込書

受付番号氏 名

会 員 資 格
※該当箇所に□を入れて下さい

□有機合成化学協会　会員NO. □日本化学会
□日本薬学会
□日本農芸化学会

□会員外

勤 務 先 名
ま た は 学 校 名 職 名

参　加　　　　不参加

請求書発行
　　　　　　 希望（　　）　不要（　　）

領収書発行
　　　　　　 希望（　　）　不要（　　）

※入金確認後の
　発行となります

◆問合せ先

受講料（テキスト・送料／消費税含む）受講料（テキスト・送料／消費税含む）

◆定員◆定員

◆参加申込方法◆参加申込方法

  企業社員 学校・官公庁職員・研究生 学生（研究生除く）

 主催・共催 33,000円 28,000円 16,000円

 会員外 52,000円 42,000円 27,000円

 参加費→
↓会員資格

＊主催のシニア会員価格：17,000円
＊本会普通会員（法人）所属の社員は主催会員扱いとします。
＊テキスト発送後にキャンセルを申し出られても理由の如何を問わず参加費
返金ができませんのでご注意下さい。
＊本会法人会員（特～2級）には割引価格の設定があります。
　詳細はホームページをご参照下さい。

ホームページ http://www.ssocj.jp/よりお申込み下さい。
お申込みと同時に、現金書留・郵便振替（00100－1－157690）また
は銀行振込（みずほ銀行神田支店／普通預金／NO.1620638／名義：
公益社団法人有機合成化学協会）にてご送金をお願いします。
※詳細はホームページ（http://www.ssocj.jp/）をご参照下さい。

101-0062　東京都千代田区神田駿河台1－5
（公社）有機合成化学協会「講習会係」
 TEL：03－3292－7621，FAX：03－3292－7622，
 e-mail：syn.org.chem@tokyo.email.ne.jp

受講料（テキスト・送料／消費税含む）


